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略
歴 

一
九
六
六
年
一
〇
月
千
葉
県
生
ま
れ
。
千
葉
県
立
佐
倉
高
等
学
校
卒
業
後
、
こ
ん
に
ち
に
い
う
ひ
き
こ
も
り
を
経
験
し
、
二
七
歳

で
日
本
大
学
文
理
学
部
教
育
学
科
に
入
学
。
休
学
、
留
年
、
中
退
、
再
入
学
な
ど
が
あ
り
、
四
一
歳
で
日
本
大
学
大
学
院
を
修
了
。

博
士
（
教
育
学
）。
博
士
論
文
を
も
と
に
『
不
登
校
論
の
研
究―

―

本
人
・
家
庭
原
因
説
と
専
門
家
の
社
会
的
責
任
』（
批
評
社
、

二
〇
一
八
年
）
を
公
刊
。
日
本
教
育
学
会
、
日
本
社
会
臨
床
学
会
、
日
本
病
院
・
地
域
精
神
医
学
会
、
絵
本
学
会
な
ど
に
所
属
。

不
登
校
、
い
じ
め
、
児
童
青
年
期
の
心
の
健
康
な
ど
を
当
事
者
の
立
場
に
立
っ
て
研
究
し
て
い
る
。
俳
句
は
金
子
兜
太
に
師
事
、

そ
の
後
『
海
程
』
を
離
れ
た
。
近
藤
芳
美
に
師
事
し
、
短
歌
も
書
く
。
一
九
九
二
年
以
来
『
未
来
』
に
所
属
し
、
現
在
「X

月
新

集
」
欄
。
教
職
課
程
の
担
当
者
と
し
て
、
日
本
大
学
生
産
工
学
部
教
養
・
基
礎
科
学
系
准
教
授
を
経
て
、
多
摩
美
術
大
学
美
術
学

部
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
教
授
。
初
め
て
の
句
集
『
君
は
ポ
ッ
プ
な
日
本
の
詩
』（
仮
題
）、
又
や
は
り
初
め
て
の
歌
集
『
ア

ン
ナ
と
ひ
か
る
』（
仮
題
）
を
準
備
中
。 

 

授
賞
理
由 

純
粋
で
無
垢
な
感
性
と
軽
薄
に
見
え
て
骨
太
な
社
会
批
判
。 

 

授
賞
作 

●
「
吟
遊
」
第
九
九
号
（
二
〇
二
三
年
七
月
） 

い
や
、
あ
れ
は
あ
れ
で
問
題
維
新
の
党 

か
げ
ろ
う
の
中
の
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
母
で
あ
る 



 
葉
桜
や
今
も
戦
車
は
好
き
で
す
か 

メ
ー
ル
見
ず
す
ご
す
い
ち
に
ち
五
月
ば
れ 

昨
日
よ
り
新
し
い
君
夏
は
来
ぬ 

 

●
「
吟
遊
」
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
二
三
年
十
月
） 

遠
花
火
一
本
道
が
あ
り
ま
し
て 

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
殺
す
し
か
な
く
殺
し
け
り 

夏
の
陽
が
か
っ
か
と
注
ぐN

大
へ 

俳
句
こ
の
静
か
な
る
も
の
叫
ぶ
も
の 

「
愛
し
て
る
」
そ
う
い
う
と
こ
が
と
て
も
怖
っ
！ 

 

●
「
吟
遊
」
第
一
〇
一
号
（
二
〇
二
四
年
一
月
） 

天
高
し
朝
潮
に
似
た
赤
ん
ぼ
う 

星
月
夜
に
ゃ
ぱ
あ
と
笑
う
赤
ん
ぼ
う 

新
し
い
闇
は
生
ま
れ
る
ヒ
ガ
ン
バ
ナ 

教
え
子
と
先
生
実
は
ク
ズ
と
ゴ
ミ 

４
シ
ー
ズ
ン
浮
気
男
は
ピ
カ
ソ
好
き 

 

●
「
吟
遊
」
第
一
〇
二
号
（
二
〇
二
四
年
四
月
） 

お
正
月
俺
も
間
も
な
く
高
齢
者 

行
け
、
鷹
が
飛
び
立
つ
よ
う
に
受
験
の
子 

ひ
な
祭
り
母
は
ア
ラ
レ
に
似
て
お
り
ぬ 

急
停
車
車
掌
爆
走
冬
日
和 

四
月
バ
カ
今
の
テ
レ
ビ
は
ほ
ん
と
バ
カ 

 


